
パートAこガイドラインの使い方

GRJガイドラインとは7
GRIガイドラインは,組織の経済,畏境,社会的パフオ-マンスを報告するための枠組みであるo

その主な役割はこ

y 組織全体の持続可能性報告書を作成する際の方針や具体的な内容を示す

y 組織の経済.環境.社会的パフオ-マンスを正確かつバランス良く開示する手助けとなる

y 幅広い業種や地域において事業展開する様々な組織の公開情報の特性を考慮しながら,持続可能性報告

の比較可能一性を増強する

y 規範やパフオ-マンス基準,自主的なイニシアチプに対する持舞可能性パフオ-マンスのべンチマ-ク

や評価を可能にする

タ ステ-クホルダ-とのかかわりを促進するツ-ルとなる

-方.ガイドラインは以下のものではないこ

y 行動規範l行動方針

y パフオ-マンスの基準く例ニ特定の汚染物質に対する削減目棲などI

y マネジメントシステム

また,ガイドラインは以下のものを提供するものでもないニ

タ 内部のデ-タ管理や報告システムを構築するための手引き

y 報告書の作成や,報告書の監視や第三者検証実施の手法

三 このパ-l-Ii. GRIガイドラインを嵐胃L,.それを公表する裁昏ガ線を対象と
ニ した専Fl文書である.ガイドラインのよLJ全戯.ノ狩な,G介ぱ.局好に発行してい
三 るrlntroducJ-ng.the 2002 SustainabI.JI.ty Repo11I-ng GuideljnesJ
ニ たLt.
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